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※事務局記入欄 

№ A-51 

【様式２】 

部門名： 

カリキュラム・マネジメント実践部門 

エントリー名： 

名古屋市立 北 高等学校 土方慎良 
  平成 30年度第１回中堅教員研修 

活動名： 

主タイトル  命をまもる教育活動  副タイトル  柔道における安全指導と人間教育 

解決すべき課題： 

平成２３年（２０１１年）６月、名古屋市立高校の柔道部の活動中に、部員が頭部を打ち、死亡す
る事故が起こった。それ以来続く、名古屋市の柔道安全指導と死亡事故再発防止の取り組みを受けて、実際
の指導現場における安全管理の継続・向上を課題とした。中堅教員研修では、教育法規、危機管理を学ぶ
中で、安全配慮義務が拡大していることを強く意識するようになった。さらに、ただ事故の無い活動を目指すだけ
ではなく、柔道や部活動を通じて、どのような人間教育をするかということも課題の一つとした。 

目標・方針： 

 指導者が安全と事故防止に敏感になることによって、子どもたちは生涯に渡って安全に配慮できる大人に育つ
という信念に基づき、「目に見える安全管理」、「声に出す安全指導」を重視する。 
 柔道は本来、命を護る対人競技である。また、柔道を始め、スポーツの素晴らしさとは、勝敗への固執や、技
術の向上のみではない。稽古前後のミーティングにおいては、対人競技として、相手への敬意を重んじる柔道の
精神について共に考えるようにする。他の部活動顧問や学外の指導者とも対話を増やし、情報交換に努める。 

活動内容： 

① 中堅教員研修の講義・演習で学んだ危機管理・安全配慮義務の内容をもとに、柔道場の稽古環境を見
直した。・・・競技中、足指を挟まないように畳の隙間を詰める。温湿度計の設置など。学校全体としても、保
健部が中心となって、体育館等にくまなく温湿度計を設置した。→（写真資料１～５） 
② 保護者の柔道競技への理解・事故対応への備えを高めるために、入部時のお知らせ（Ａ４一枚）を大
幅に刷新した。・・・生徒、学校、保護者による三位一体の安全管理を目指した。→（資料 1） 
③ 名古屋北地区の大会の際、「柔道マインド講話」を担当した。・・・これは、全日本柔道連盟が進める柔道
マインド活動（柔道の原点・柔道の心に立ち返る。柔道を通しての人間教育推進活動）の一環として各支
部で取り組んでいるもの。出場選手や観客席の保護者の方々に「礼の精神」というテーマで講話した。 
④ 学校全体で部活と学習の両立を成し遂げるため、進路指導主事として「進路だより」や、保護者を招いて
の「進路説明会」において、研修で得られた内容を掲載したり、話したりした。→（資料２） 

活動の成果： 

練習や大会において負傷生徒が出てしまい、怪我が無かったわけではない。しかし、命に関わるような頭部お
よび頸椎損傷事故は無く、熱中症による重篤な事故も起こらなかった。勤務校の部員は全員初心者である
が、皆が柔道の面白さにひかれ、そして、生涯に渡って安全にスポーツをする姿勢が身についたと考えられる。 
 安全管理・危機管理に完璧はない。今後、更なる安全指導に努めていく必要があることを再認識できた。 
 校内で行われた進路説明会では、進路指導主事として、部活動や諸活動は学習の充実と共にあることを強
調し、各個人の居場所を大切にしつつ、様々な資質・能力を身につけることの大切さを推奨できた。 

アピールポイント（アイディアや工夫）： 

・研修で学んだ内容を、柔道を中心に、多くの場で、多くの人に、様々な角度から広めるように努めた。 
・教育法規・安全管理を意識し、「伝えたかどうかではなく、伝わったかどうか」に力点を置いた。 
・長大な資料を渡すのではなく、簡潔に伝えることや、皆で確認し合うことで協働型の安全管理を目指した。 
・名古屋北地区の大会開会式で、本校部員に学校での様々な取り組みについて発表させ、地区で共有した。 
・顧問、マネジャー、選手、保護者がそれぞれの立場から安全管理に努め、命をまもる意識に厚みが増した。 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

（資料１）入部時に配布し、柔道競技への理
解を求めるもの。家庭と学校で同じものを共有。 

（資料２）進路指導主事として学びの啓発。 
全クラスへ配布。研修で得たことを随時掲載。 
下の号では、大震災時の入試逸話を掲載。 

(写真１)道場内の安全管理 
温湿度計の設置と活用 

(写真２)裸足で競技する特性を
踏まえ、畳の隙間を紙で詰める。 

(写真３)安全な練習・人間教育 
練習用の柔道人形・ポスター 

道場では一般的な、指導者中心の整列。 
大会時等、必要に応じてこちらの整列も行う。 

円形状で整列するため、お互いの表情が確認できる。
選手の健康状態を把握する場合は、効果的である。 
 

(写真４) 過去の整列方法 (写真５) 現在の整列方法 


